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第１章 第一次事前調査団の派遣

１－１ 派遣の経緯と目的 

 中国では、洪水、干ばつ、台風、冷害等の気象災害が頻発しているが、気象観測所は東部

地域に密集しているものの西部地域においてはその設置数が非常に少ないため、天気予報や

気象災害予測の精度・信頼性が低くなっている。

 西部地域における大気観測システムの改善を図り、天気予報や気象災害予測の精度向上を

確保することが重要且つ喫緊の課題となっている状況を受け、中国政府は、ＡＷＳ（Automatic 

Weather Station）観測（チベット高原）、ＧＰＳ観測（雲南省）及び数値モデル開発（北京）

に必要となる機材供与、大気観測分野の専門家派遣及び研修員受入に係る技術協力を我が国

に要請してきた。

2003年度に中国事務所おいて実施機関とのヒアリング及びサイト状況の確認を行い、気象

観測設備の状況及び実施体制の概要を把握するとともに、中国側の本要請の優先度を含む要

望内容の確認を行い、2004年 9月に本案件の採択が行われた。これを受け、JICAは 2005年

3 月に第一次事前調査を中国に派遣し、中国側との協議を通し、中国側の要望の確認、プロ

ジェクト実施にかかる基本思想等について確認し、調査結果を中国気象局 ZHENG 

GUOGUANG副局長臨席のもとミニッツ（付属資料参照）で確認を行った。

１－２ 調査団の構成 

担当業務 名前 所属

団長/総括 永石 雅史 JICA地球環境部第三グループ水資源・防災第二チーム長

気象行政 上野 幹雄 国土交通省気象庁総務部企画課国際室外事官

水環境観測 小池 俊雄 東京大学大学院工学系研究科教授

気象観測及び

解析
石川 裕彦 京都大学防災研究所助教授

協力企画 中山 敦司 JICA地球環境部第三グループ水資源・防災第二チーム
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１－３ 調査日程 

     調査日程 

北京着 

1 3月 13日 日 

団内打合せ 

国家気象局表敬（喩紀新 外司長）、協議 

気象科学研究院表敬（張人禾 院長）、協議 2 3月 14日 月 

国家衛星センター・国家気象センター視察 

国家科技部表敬（阮湘平 主任） 

気象科学研究との協議 3 3月 15日 火 

気象科学研究との協議 

水 団内打合せ 

4 3月 16日 

  M/M協議 

団内打合せ 

M/M協議 5 3月 17日 木 

M/M署名（気象局副局長臨席、於：湖北大厦） 

JICA事務所報告 

在中国日本大使館報告 6 3月 17日 木 

北京発(NH906) 
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